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行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
－
行
政
事
件
訴
訟
法
綜
合
判
例
研
究
1

野金

村子

文芳

男雄

一
、

二
、

三
、

四
、

は
　
し
　
が
　
ぎ

執
行
停
止
の
意
義
・
内
容

執
行
停
止
の
要
件

内
閣
総
理
大
臣
の
異
議

一
、
は
　
し
　
が
　
き

　
本
稿
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
執
行
停
止
に
か
ん
す
る
判
例
の
綜
合
的
研
究

で
あ
る
。

　
日
本
国
憲
法
の
下
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、
行
政
事

件
は
、
「
目
本
国
憲
法
の
施
行
に
伴
う
民
事
訴
訟
法
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る

法
律
」
（
灘
ビ
£
）
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
（
淵
蕪
】
）
等
に
よ
り
民
事
訴
訟
法
の
一

環
と
し
て
処
理
さ
れ
て
ぎ
た
。
殊
に
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
（
以
下
、
特
例

　
　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

法
と
略
称
）
は
、
僅
か
十
二
ヶ
条
の
条
文
で
あ
り
、
一
方
、
行
政
事
件
は
農
地

関
係
を
は
じ
め
と
し
非
常
に
多
く
の
事
件
が
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
同
法
各
条
に
つ
き
、
多
く
の
疑
点
な
い
し
見
解
の
対
立
が
し
め
さ
れ
る
に

い
た
つ
た
。
行
政
事
件
訴
訟
法
（
塑
託
九
）
は
、
特
例
法
施
行
十
数
年
の
経
験
を

基
礎
と
し
、
し
か
も
十
分
の
時
間
を
か
け
慎
重
に
制
定
さ
れ
た
（
入
江
俊
郎
・

行
政
事
件
訴
訟
法
立
案
の
経
過
・
法
律
時
報
三
四
巻
一
〇
号
二
六
頁
）
。
こ
の
た
め
、

特
例
法
下
に
お
け
る
問
題
点
の
多
く
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
以
下
、
行
訴
法

と
略
称
）
に
お
い
て
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
．
し
か
し
、
特
例
法
下
の
判
例
中

に
示
さ
れ
た
見
解
で
、
行
訴
法
の
条
文
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
な
お
参
考
に

す
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
本
稿
は
、
行
訴
法
二
五
条
を
中
心
と
し
て
検
討
を
お
こ
な
ろ

が
、
特
例
法
一
〇
条
等
を
め
ぐ
る
判
例
に
つ
い
て
も
、
適
宜
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
＝
二
八
五
）



　
　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
さ
て
、
現
行
法
制
は
、

　
e
　
行
政
処
分
に
つ
い
て
公
定
力
を
み
と
め
る
が
、
執
行
力
は
、
さ
ら
に
特

別
の
法
律
で
こ
れ
を
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
よ
う
す
る
。
換
言
す
る
と
、
す
べ

て
の
行
政
処
分
に
公
定
力
は
存
す
る
が
、
執
行
力
は
特
別
の
場
合
に
限
定
さ
れ

る
。　

の
　
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
提
起
に
、
停
止
的
効
果
（
処
分
の
効
果
、
処
分

の
執
行
、
手
続
の
続
行
に
つ
い
て
の
）
を
み
と
め
な
い
。

　
臼
　
裁
判
所
が
執
行
停
止
の
決
定
を
な
す
た
め
に
、
積
極
的
要
件
（
回
復
の

困
難
な
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
）
と
、
消
極
的
要
件
（
公
共
の
福
祉
に

重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
・
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
）
を
要

求
す
る
。

　
㊨
　
さ
ら
に
、
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
考
え
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異

議
制
度
を
み
と
め
る
。

　
右
第
一
点
に
お
け
る
、
す
べ
て
の
行
政
処
分
に
公
定
力
を
み
と
め
る
べ
き
か

は
、
行
政
法
の
中
心
的
重
要
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
点
の
執
行
不
停
止

原
則
を
み
と
め
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
執
行
停
止
原
則
を
み
と
め
る
べ
ぎ
か

は
、
第
一
点
の
行
政
処
分
の
公
定
力
に
関
連
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
．

　
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
伝
統
的
学
説
は
、
執
行
不
停
止
原
則
の
由
来
を
行
政

行
為
の
本
質
に
も
と
め
る
．
こ
の
説
に
よ
る
と
、
統
治
権
と
は
、
相
手
方
の
同

意
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
命
令
し
強
制
し
う
る
権
能
で
あ
り
、
行

政
行
為
は
統
治
権
に
由
来
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
行
政
行
為
が
な
さ
れ
る
と
、

一
方
的
に
権
利
・
義
務
の
変
動
を
生
ず
る
。
こ
れ
を
実
体
面
に
つ
い
て
み
る
と

「
拘
吏
力
し
で
あ
り
、
手
続
面
に
お
い
て
、
こ
の
拘
束
力
の
あ
る
こ
と
の
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
一
三
八
六
）

を
要
求
す
る
も
の
が
「
公
定
力
」
で
あ
る
。
一
方
、
わ
が
憲
法
は
、
権
力
分
立

の
原
則
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
化
の
一
と
し
て
、
行
政
権
の
行
使

に
た
い
し
司
法
審
査
を
み
と
め
る
。
し
か
し
、
司
法
審
査
は
、
権
力
分
立
の
原

則
の
承
認
さ
れ
る
限
度
に
お
け
る
司
法
権
の
行
使
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
違

法
行
政
行
為
を
裁
判
所
が
判
決
で
取
消
す
こ
と
は
、
司
法
権
の
行
使
と
し
て
権

力
分
立
上
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
本
案
審
理
を
ま
た
ず
仮
処
分
に
よ
つ
て
行
政

行
為
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
が
司
法
権
の
範
囲
を
こ
え
行
政
権

を
代
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
内
閣
が
国
会
に
対
し
連

帯
責
任
を
負
う
民
主
政
治
の
原
則
に
反
す
る
（
田
上
穣
治
・
行
政
行
為
の
公
定

力
・
行
政
法
講
座
二
巻
八
七
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
学
説
に
た
い
し
、
行
政
事
件
を
ま
つ
た
く
民
事
事
件
と

同
様
に
み
よ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
派
に
属
し
、
し
か
も
、
最
も
そ
の
特

色
を
よ
く
打
ち
だ
し
た
説
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
憲
法
七
六
条
二
項
が
、
「
特
別
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
。
」
と
規
定
し
た
こ
と
は
、
行
政
事
件
を
通
常
の
民
事
事
件
と
し
て
こ

　
れ
と
同
一
に
取
扱
う
べ
ぎ
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
も
ま
た
手

　
続
も
。

　
訴
願
手
続
の
後
に
訴
が
提
起
さ
れ
た
な
ら
ば
、
行
政
処
分
は
、
そ
の
訴
が
棄

　
却
さ
れ
て
初
め
て
確
定
的
な
効
力
を
持
つ
。
そ
れ
ま
で
は
行
政
処
分
の
確
定

　
力
は
遮
断
さ
れ
る
。
そ
れ
が
訴
提
起
の
理
論
的
効
果
で
あ
る
。
・

　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
特
例
法
一
〇
条
一
項
が
、
「
・
－
…
訴
の
提
起
は
、
処
分
の

　
執
行
を
停
止
し
な
い
。
」
と
規
定
し
た
こ
と
は
、
行
政
事
件
に
お
け
る
訴
提
起

　
の
理
論
的
効
果
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
訴
の
提
起
に
よ
り
通
常
の
民



　
事
事
件
に
あ
つ
て
当
然
生
ず
る
効
果
を
行
政
事
件
に
限
つ
て
滅
却
し
よ
う
と

　
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
誤
り
で
あ
る
。

　
未
確
定
な
る
行
政
処
分
に
確
定
せ
る
行
政
処
分
の
み
が
有
す
る
執
行
力
を
与

　
え
る
と
い
う
が
如
き
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
事
柄
で
あ

　
る
。

と
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
三
権
分
立
と
基
本
権
の
関
係
を
論
じ
て
、

　
三
権
分
立
と
基
本
権
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
は
大
切

　
な
事
で
あ
る
。
近
時
や
や
も
す
れ
ば
人
々
は
三
権
分
立
と
基
本
権
と
を
二
つ

　
の
互
に
独
立
し
た
制
度
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
ま
し
て
法
治
国
の
本

　
質
を
忘
れ
た
危
険
は
な
い
の
で
あ
る
．
三
権
分
立
は
基
本
権
の
た
め
の
も
の

　
で
あ
り
、
従
つ
て
之
に
従
属
す
る
．
基
本
権
を
離
れ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
意

　
味
の
あ
る
制
度
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
等
は
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
乍
ら
、
こ
れ
等
の
結
論
的

な
部
分
に
お
い
て
、

　
　
・
行
政
権
は
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
立
た
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
司
法
権

　
が
行
政
権
の
上
に
あ
つ
て
行
政
権
を
監
督
す
る
こ
と
こ
そ
法
治
国
の
眼
目
で

　
あ
る
。
…
：
こ
の
様
に
し
て
司
法
権
は
行
政
権
の
上
位
に
あ
る
。
こ
れ
が
憲

　
法
七
六
条
二
項
の
二
つ
の
規
定
が
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
高
根
義
三
郎
・

　
行
政
訴
訟
の
研
究
九
八
頁
以
下
）
。

と
論
断
す
る
。
た
だ
し
、
も
し
司
法
権
の
絶
対
的
支
配
に
行
政
権
が
お
か
れ
る

と
し
た
ら
、
第
一
説
に
お
け
る
責
任
行
政
と
、
こ
の
第
二
説
に
お
け
る
司
法
権

の
優
位
は
、
権
力
分
立
制
を
め
ぐ
り
対
立
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
国

民
主
権
と
基
本
権
、
全
体
と
個
人
と
い
う
型
で
、
対
立
の
根
源
が
さ
ら
に
深
ま

　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

つ
て
ゆ
く
。

　
し
か
し
乍
ら
、
現
在
の
通
説
は
．
停
止
・
不
停
止
の
原
則
の
い
ず
れ
を
採
用

す
る
か
は
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
み
、
前
記
両
説
の
対
立
の
解
消
を
は
か

る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、

　
い
ず
れ
の
原
則
を
採
用
す
る
か
、
さ
ら
に
は
、
停
止
・
不
停
止
の
最
終
的
決

　
定
権
を
誰
に
委
ね
る
か
は
、
理
論
必
然
的
な
決
定
を
可
能
に
す
る
も
の
で
は

　
な
く
、
そ
の
決
定
の
根
底
に
あ
る
の
は
行
政
事
件
の
審
判
機
関
に
対
す
る
信

　
頼
の
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
し
、
具
体
的
に
、
停
止
・
不
停
止
の
い
ず
れ
の
原
則
を
と
る
か
に
つ
き
、

　
要
す
る
に
行
政
事
件
の
裁
判
機
関
に
行
政
活
動
の
特
有
性
に
対
す
る
理
解
を

　
期
待
し
え
、
そ
の
意
味
で
信
頼
を
お
き
う
る
と
こ
ろ
で
は
、
執
行
停
止
を
原

　
則
と
し
、
そ
の
最
終
決
定
権
を
裁
判
機
関
に
与
え
て
も
公
益
性
の
考
慮
に
つ

　
い
て
の
懸
念
を
も
つ
必
要
な
く
、
こ
れ
に
反
し
、
必
ず
し
も
充
分
な
信
頼
を

　
お
き
え
な
い
所
で
は
、
寧
ろ
原
則
と
し
て
は
執
行
停
止
と
し
、
裁
判
所
の
決

　
定
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
形
の
制
度
を
と
る
こ
と
と
な
る
。

　
右
の
意
味
で
は
、
新
法
も
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
、
司
法
裁
判
所
の
行
政

　
権
の
特
殊
性
に
対
す
る
理
解
に
対
し
、
立
法
者
が
不
信
感
を
も
つ
こ
と
を
示

　
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
事
実
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
わ
け
で
も
な
か
つ
た

　
（
市
原
昌
三
郎
・
行
政
事
件
訴
訟
法
を
批
判
す
る
・
法
律
時
報
三
四
巻
一
〇
号
三

　
九
頁
）
。

と
説
明
を
く
わ
え
る
。
な
お
、
こ
の
説
明
を
さ
ら
に
進
め
る
と
、
立
法
者
が
期

待
す
る
ご
と
き
行
政
権
の
特
殊
性
の
理
解
を
、
司
法
裁
判
所
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
か
ら
、
司
法
裁
判
所
が
行
政
事
件
を
処
理
す
る
か
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
＝
二
八
七
）



　
　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
丘

り
、
執
行
不
停
止
と
い
う
法
制
度
が
多
く
現
わ
れ
る
結
果
と
な
る
て
あ
ろ
う
。

　
執
行
停
止
を
め
ぐ
り
、
考
え
方
と
L
て
は
、
右
の
ご
と
き
見
解
の
対
立
が
あ

る
．
一
方
、
法
制
度
を
み
る
と
、
わ
が
国
の
場
合
、
行
政
裁
判
所
の
存
在
し
て

い
た
当
時
よ
り
、
執
行
不
停
止
を
原
則
と
し
、
例
外
的
に
執
行
停
止
を
み
と
め

る
制
度
を
採
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
訴
願
法
十
二
条
　
訴
願
ハ
法
律
勅
令
二
別
段
ノ
規
程
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
行

　
政
処
分
ノ
執
行
ヲ
停
止
セ
ス
但
行
政
庁
ハ
其
職
権
二
依
リ
又
ハ
訴
願
人
ノ
願

　
二
依
リ
必
要
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
執
行
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
行
政
裁
判
所
法
二
十
三
条
　
行
政
訴
訟
ハ
法
律
勅
令
二
特
別
ノ
規
程
ア
ル
モ

　
ノ
ヲ
除
ク
外
行
政
庁
ノ
処
分
又
ハ
裁
決
ノ
執
行
ヲ
停
止
セ
ス
但
行
政
庁
及
行

　
政
裁
判
所
ハ
其
職
権
二
依
リ
又
ハ
原
告
ノ
願
二
依
リ
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ

　
其
処
分
又
ハ
裁
決
ノ
執
行
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
制
度
の
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
、
訴
の
提
起

に
よ
り
執
行
を
停
止
す
る
と
、
不
当
に
行
政
の
進
行
を
妨
げ
、
あ
る
い
は
濫
訴
を

導
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
執
行
不
停
止
を
原
則
と
す
る
。
し
か
し

乍
ら
、
こ
の
原
則
を
貫
徹
す
る
と
、
原
告
が
勝
訴
の
判
決
を
え
て
も
、
最
早
原

告
の
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
が
実
際
上
不
可
能
と
な
り
、
行
政
訴
訟
が
何
等
の

実
効
の
な
い
も
の
と
な
る
場
合
が
あ
る
．
か
か
る
場
合
に
は
、
行
政
上
大
な
る

支
障
の
な
い
か
ぎ
り
は
、
行
政
訴
訟
の
終
局
す
る
ま
で
其
の
執
行
を
停
止
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
（
美
濃
部
達
吉
・
行
政
裁
判
法
－
現
代

法
学
全
集
ー
二
四
七
頁
）
．

　
つ
ぎ
に
、
現
行
憲
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
行
政
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
、
そ

の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
行
耐
事
件
は
、
「
日
本
国
憲
法
の
施
行
に
伴
う
民
事
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ナ
　
　
戸
二
二
八
八
）

訟
法
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
」
（
湘
仁
£
．
四
．
一
九
）
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
に
よ
る
と
、

　
八
条
　
行
政
庁
の
違
法
な
処
分
の
取
消
又
は
変
更
を
求
め
る
訴
は
、
他
の
法

　
律
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
一
日
前
に
制
定
さ
れ
た
も
の
を
除
く
．
）
　
に
特
別
の
定

　
の
あ
る
も
の
を
除
い
て
、
当
事
者
が
そ
の
処
分
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日

　
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、
こ
れ
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
処
分

　
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
規
定
し
、
こ
の
規
定
と
民
事
訴
訟
法
と
を
適
用
し
行
政
事
件
を
処
理
す
る
こ

と
と
な
つ
た
．
こ
の
た
め
、
訴
提
起
に
と
も
な
う
執
行
停
止
に
か
ん
し
て
は
、

民
訴
法
の
仮
処
分
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
当
時
の
裁
判
例
の
多
く
の
見

解
で
あ
つ
た
　
（
学
説
は
こ
れ
に
反
対
す
る
も
の
も
あ
り
、
結
局
、
特
例
法
一
〇
条

七
項
と
な
つ
た
）
（
〔
1
〕
）
。

　
〔
1
〕
　
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
行
政
処
分
禁
止
仮
処
分
申
請
事
件
が
上
告
審
に
係
属

　
　
中
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
が
施
行
さ
れ
た
と
き
は
、
上
告
審
は
、
原
判
決
及

　
　
び
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
仮
処
分
申
請
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
べ
ぎ
も
の

　
　
で
あ
る
（
羅
謬
姻
墨
パ
酷
）
．

　
　
　
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
特
例
法
施
行
以
前
は
、
民
訴
法
の
仮
処
分
が
適
用
さ

　
　
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
お
、
行
政
事
件
に
民
訴
法
の
仮
処

　
　
分
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
、
東
京
地
昭
二
三
・
二
・
二
（
月
報
二
号
八
三
頁
）
、

　
　
岡
山
地
昭
二
三
・
二
・
一
〇
（
月
報
二
号
一
九
頁
）
、
東
京
高
昭
二
三
・
六
・

　
　
三
〇
（
月
報
四
号
三
四
頁
）
等
多
く
の
例
が
あ
る
。

　
法
制
度
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
へ
た
の
ち
、
特
例
法
一
〇
条
、

し
て
、
さ
ら
に
整
備
さ
れ
た
行
訴
法
二
五
乃
至
二
九
条
と
な
つ
た
。

そ



二
、
執
行
停
止
の
意
義
・
内
容

　
行
訴
法
二
五
条
は
、
執
行
停
止
の
内
容
と
し
て
、
「
処
分
の
効
力
」
、
「
処
分

の
執
行
」
、
「
手
続
の
続
行
」
の
三
を
明
示
す
る
．
こ
れ
は
、
特
例
法
の
規
定
の

み
に
て
は
、
文
字
通
り
処
分
の
執
行
の
停
止
を
い
う
の
か
、
広
く
効
力
の
停
止

ま
で
意
味
す
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
初
期
に
お

い
て
は
、
狭
義
の
見
解
を
採
用
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
た
．
す
な
わ
ち
、
下
命

行
為
の
ご
と
く
執
行
力
を
ゆ
う
す
る
行
政
行
為
の
み
が
、
執
行
停
止
の
対
象
と

な
り
、
許
可
の
取
消
・
撤
回
あ
る
い
は
、
地
方
議
会
議
員
の
除
名
処
分
の
ご
と

ぎ
は
、
い
ず
れ
も
、
行
為
自
体
に
よ
つ
て
．
す
で
に
、
国
家
意
思
は
実
現
さ
れ
、

更
に
進
ん
で
何
人
か
に
強
制
を
施
す
必
要
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
執
行
停
止

と
は
、
執
行
力
を
ゆ
う
す
る
行
政
行
為
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
執
行
力
を
停
止

す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
（
骸
講
謳
餌
二
．
二
）
と
い
う
が
ご
と
き
で
あ
つ

た
。

　
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
後
の
判
決
例
は
、
概
ね
広
義
の
見
解
を
採
用
し
、
処
分

の
効
力
の
発
生
並
び
に
発
生
以
後
の
一
切
の
手
続
お
よ
び
こ
れ
等
個
々
の
手
続

に
基
づ
く
執
行
が
含
ま
れ
る
（
備
籍
魂
糊
二
駈
丑
碧
恥
五
）
と
い
い
、
こ
の
よ
う
な
見

解
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
他
、
執
行
停
止
の
意
義
・
内
容
を
め
ぐ
り
、
以
下
の
ご
と
き
問
題
が
あ

る
。

　
①
執
行
停
止
を
も
と
め
る
以
上
、
停
止
を
も
と
め
る
べ
き
処
分
の
存
在
を
前

提
と
す
る
（
〔
2
〕
）
。

行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
〔
2
〕
　
町
会
議
員
が
議
員
た
る
の
地
位
を
喪
失
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
の
町

　
　
会
議
員
の
町
議
会
出
席
禁
止
等
を
求
め
る
訴
は
、
行
政
処
分
の
執
行
停
止
の
由

　
　
請
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
執
行
を
停
止
す
べ
き
行
政
処
分
の

　
　
存
在
を
主
張
し
な
い
か
ぎ
り
、
却
下
を
免
れ
な
い
（
胴
椥
魂
醐
肥
畑
匹
廉
．
七
）
。

　
し
か
し
、
具
体
的
に
は
、
執
行
停
止
を
も
と
め
る
も
の
が
果
し
て
行
政
処
分

と
い
い
う
る
や
否
や
で
間
題
に
な
る
。

　
②
告
示
・
代
執
行
に
お
け
る
戒
告
に
つ
ぎ
、
執
行
停
止
を
み
と
め
た
例
が
あ

る
（
〔
3
〕
）
．
こ
れ
等
は
い
ず
れ
も
将
来
に
お
い
て
何
等
か
の
具
体
的
な
法
的
効

果
を
発
生
さ
せ
る
。
し
た
が
つ
て
、
将
来
に
お
け
る
手
続
の
続
行
を
遮
断
す
る

た
め
、
執
行
停
止
を
み
と
め
る
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
旧
法
当
時
は
、
法
文

よ
り
手
続
の
続
行
を
停
止
し
う
る
か
否
か
判
断
し
が
た
か
つ
た
た
め
、
と
く
に

戒
告
等
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
〔
3
〕
地
方
自
治
法
施
行
令
第
九
八
条
、
第
一
〇
〇
条
に
よ
る
町
議
会
解
散
賛
否

　
　
投
票
の
請
求
の
告
示
は
、
単
に
事
実
の
公
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
選
挙
管
理
委
員

　
　
会
に
右
告
示
の
日
よ
り
六
〇
日
以
内
に
議
会
解
散
の
投
票
の
行
う
べ
き
義
務
を

　
　
課
し
、
か
つ
、
同
委
員
会
は
右
告
示
を
し
な
け
れ
ば
解
散
投
票
に
必
要
な
告
示

　
　
以
後
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
効
力
を
も
有
す
る
か
ら
、
右
告
示
の
執

　
　
行
停
止
を
求
め
る
申
立
を
も
つ
て
無
意
味
で
あ
り
却
下
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

　
　
う
こ
と
塔
き
な
い
（
雛
錨
、
婁
弛
鉦
一
）
．

　
　
　
行
政
代
執
行
法
の
戒
告
に
つ
い
て
も
．
同
様
の
理
由
で
こ
れ
を
み
と
め
て
い

　
　
る
（
難
論
猛
聾
鑑
）
．

　
③
内
部
の
意
思
の
決
定
。

が
し
ば
し
ぽ
間
題
と
な
る
。

こ
の
種
に
属
す
る
も
の
と
し
、
地
方
議
会
の
議
決

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
一
律
に
取
扱
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
へ
＝
二
八
九
）



行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

き
な
い
。

　
議
員
の
除
名
等
の
懲
戒
決
議
に
つ
い
て
は
、
地
方
議
会
を
行
政
庁
と
考
え
、

そ
の
処
分
と
み
る
の
が
．
判
例
・
学
説
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
（
〔
4
〕
）
。

　
し
か
し
、
内
部
的
意
思
決
定
全
体
よ
り
み
る
と
、
か
か
る
例
は
む
し
ろ
例
外

に
属
し
、
通
常
の
場
合
は
、
行
政
処
分
と
み
な
い
ゆ
え
、
こ
れ
の
執
行
停
止
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
〔
5
〕
）
。

〔
4
〕
　
地
方
議
会
の
議
員
の
懲
罰
議
決
は
こ
れ
を
行
政
処
分
と
、
こ
れ
を
行
う
地

　
方
議
会
は
こ
れ
を
行
政
庁
と
解
し
、
同
法
に
よ
る
懲
罰
議
決
の
取
消
を
求
め
る

こ
と
が
で
ぎ
る
（
雛
碧
蓼
翌
飯
）
．

　
　
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
一
〇
条
二
項
に
い
わ
ゆ
る
処
分
の
執
行
停
止
は
、
町

　
議
会
議
員
の
除
名
決
議
の
よ
う
に
行
政
上
の
意
思
表
示
の
効
力
の
発
生
を
停
止

　
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
を
含
む
（
醐
難
勤
翻
£
牝
「
躰
皇
而
）
。

　
　
右
の
ご
と
く
．
地
方
議
会
の
議
決
で
あ
つ
て
も
．
そ
れ
自
体
が
直
ち
に
相
手

　
方
に
た
い
し
効
力
を
生
ず
る
ご
と
ぎ
場
合
、
行
政
庁
（
地
方
議
会
）
に
お
け
る

　
行
政
処
分
（
除
名
等
の
議
決
）
と
み
る
こ
と
は
、
特
例
法
時
代
よ
り
み
と
め
ら

　
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
5
〕
　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
が
地
方
自
治
法
第
九
二
条
の
二
に
該
当
す

　
る
旨
の
議
会
の
議
決
は
．
当
該
議
員
の
地
位
身
分
に
な
ん
ら
影
響
を
及
ぽ
す
も

　
の
で
な
い
か
ら
行
政
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
処
分
に
該
当
せ
ず
、
し
た
が
つ

　
て
そ
の
取
消
な
い
し
無
効
確
認
を
求
め
る
本
件
の
訴
は
不
適
法
で
あ
り
、
し
た

　
が
つ
て
又
右
本
案
の
保
全
的
性
格
を
も
つ
本
件
執
行
の
申
請
も
棄
却
を
免
れ
な

い
（
伽
鞠
謬
語
影
多
錫
頁
〉
．

　
　
こ
の
外
、
某
町
を
廃
止
し
某
市
に
編
入
す
る
と
の
町
議
会
の
決
議
執
行
停
止

　
申
請
が
、
当
該
決
議
が
行
政
訴
訟
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
し
却
下
し
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
（
二
二
九
C
）

（
縣
蕊
謬
麹
、
琶
等
い
ず
れ
婁
れ
の
詮
て
は
単
馨
内
部
的
意
患
決

定
に
と
ど
ま
る
と
す
る
例
で
あ
る
。

　
④
条
例
の
執
行
停
止
の
問
題
．
　
｝
般
的
抽
象
的
効
力
を
ゆ
う
す
る
法
規
（
条

例
に
か
ぎ
ら
ず
）
に
つ
き
，
そ
の
抽
象
的
効
力
を
訴
訟
で
争
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
法
規
も
例
外
的
に
そ
れ
の
み
に
て
個
別
的
具
体
的
な
効
力
を
ゆ

う
し
、
行
政
処
分
と
同
一
視
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
条
例
の
執

行
停
止
は
、
条
例
が
後
者
に
属
す
る
場
合
に
の
み
間
題
と
な
る
（
〔
6
〕
）
．

〔
6
〕
　
奈
良
県
文
化
観
光
税
条
例
は
、
そ
れ
自
体
に
よ
り
東
大
寺
に
文
化
観
光
税

　
の
特
別
徴
収
義
務
を
課
し
た
も
の
と
い
え
な
い
か
ら
、
直
接
に
人
の
権
利
義
務

　
に
変
動
を
き
た
す
具
体
的
、
処
分
的
内
容
の
も
の
と
い
え
ず
、
ま
た
右
条
例
が

　
拝
観
者
に
対
し
文
化
観
光
税
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
拝
観
者
が
減
少
し
、
そ
れ

　
に
よ
り
東
大
寺
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
事

　
実
上
の
不
利
益
に
す
ぎ
ず
、
…
…
前
記
条
例
の
無
効
確
認
σ
訴
え
は
不
適
法
で

　
あ
り
、
し
た
が
つ
て
右
訴
を
本
案
と
す
る
前
記
条
例
の
執
行
停
止
も
不
適
法

で
あ
る
（
微
簗
翻
セ
鋼
伍
九
三
頁
）
．

　
⑤
申
請
拒
否
処
分
等
と
執
行
停
止
．
処
分
の
執
行
停
止
は
当
該
処
分
に
よ
り

生
ず
る
あ
ら
た
な
法
律
効
果
の
発
生
・
継
続
を
遮
断
す
る
．
こ
の
た
め
、
当
該

処
分
が
積
極
的
内
容
を
ゆ
う
さ
ぬ
か
ぎ
り
、
処
分
の
執
行
停
止
を
も
と
め
る
意

味
が
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
旅
券
発
給
拒
否
処
分
の
執
行
停
止
（
諌
糧
鞄
嘲
伽
靴
｝

借
κ
朗
期
貯
瓢
顧
ぎ
煉
諒
胴
狸
疵
恥
四
）
、
職
業
紹
介
停
止
処
分
の
執
行
停
止
（
騨
馳
昭

配
麹
阻
顎
勤
燭
蕨
蘇
）
は
、
い
ず
れ
も
み
と
め
ら
れ
な
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
諸
例
は
、
も
し
申
請
拒
否
処
分
に
た
い
し
執
行
停
止
を
み
と



め
て
も
．
拒
否
処
分
の
み
が
一
時
的
に
そ
の
効
果
を
発
生
し
え
な
く
な
る
だ
け

で
、
決
し
て
申
請
を
認
容
す
る
結
果
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
申
請
に
た
い
す

る
不
許
可
処
分
の
執
行
停
止
を
み
と
め
、
か
か
る
場
合
は
、
申
請
ど
お
り
の
行

為
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
異
色
あ
る
例
が
あ
る
（
〔
7
〕
）
．

〔
7
〕
　
東
京
都
公
安
条
例
が
集
団
行
動
を
不
許
可
と
し
う
る
場
合
を
厳
格
に
制
限

　
し
て
許
可
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
に
お
い
て
届
出
制
と
異
る
と
こ

　
ろ
が
な
く
、
そ
れ
故
に
こ
そ
同
条
例
を
合
憲
と
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

　
ら
す
れ
ば
、
同
条
例
に
よ
る
集
団
示
威
運
動
不
許
可
処
分
の
効
力
が
停
止
さ
れ

　
た
場
合
は
、
申
請
人
ら
は
平
穏
で
秩
序
あ
る
熊
様
に
お
い
て
そ
の
申
請
ど
お
り

　
の
集
団
示
威
運
動
を
な
し
う
る
も
の
と
解
す
る
（
媒
鯨
魂
紹
翻
一
一
一
言
＝
匹
肥
砒
頁
）

　
（
傍
点
筆
者
）
．

　
こ
の
判
決
の
是
非
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
論
じ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
判
決
は
、

公
安
条
例
の
許
可
制
を
実
質
的
に
届
出
制
で
あ
る
と
断
定
す
る
．
し
た
が
つ
て

行
政
処
分
の
効
力
が
停
止
す
る
と
．
届
出
の
効
力
が
発
生
す
る
と
い
う
論
理
を

使
う
。
こ
の
た
め
、
本
例
は
、
通
常
の
許
可
処
分
の
執
行
停
止
の
例
と
し
て
取

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
観
念
的
な
法
律
状
態
の
形
成
を
目
的
と
す
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
分

の
執
行
停
止
は
考
え
ら
れ
な
い
（
〔
8
〕
）
。

〔
8
〕
　
市
庁
舎
使
用
許
可
取
消
処
分
の
よ
う
な
観
念
的
な
法
律
状
態
の
形
成
を
目

　
的
と
す
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
効
力
の
停
止
は
考
え
ら
れ
て
も
、

　
処
分
の
執
行
の
停
止
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
そ
の
執
行
の
停
止
も
あ
り
え
な
い

薇
甥
翻
3
鮎
量
ハ
頁
）
．

　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
し
た
が
つ
て
、
本
例
の
ご
と
ぎ
考
え
方
に
よ
る
と
．
使
用
許
可
取
消
処
分
、
す

な
わ
ち
従
来
使
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
取
消
さ
れ
る
場
合
、
取
消
処
分
の
効
力

の
停
止
を
も
と
め
る
こ
と
に
よ
り
救
済
の
み
ち
が
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
執
行
停
止
の
要
件

　
執
行
停
止
を
な
す
た
め
に
は
、
積
極
的
要
件
と
し
て
、
e
適
法
な
取
消
訴
訟

の
提
起
、
⇔
回
復
困
難
な
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
、
そ
し
て
、
消
極

的
要
件
と
し
て
、
白
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
、
㊨
本
案

に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
、
の
四
つ
の
要
件
が
あ
げ
ら
れ
る
．
さ
ら

に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
申
述
に
よ
つ
て
も
、
執
行
停
止
が
で
き
ず
、
あ
る

い
は
、
執
行
停
止
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
e
　
適
法
な
取
消
訴
訟
の
係
属

　
①
出
訴
期
問
・
審
査
請
求
前
置
と
執
行
停
止
の
関
係
、
執
行
停
止
は
、
本
案

訴
訟
に
階
随
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
案
訴
訟
を
提
起
せ
ず
執
行
停
止
を
も
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
ま
た
、
出
訴
期
間
経
過
後
本
案
訴
訟
を
提
起
し
、
あ

わ
せ
て
執
行
停
止
を
も
と
め
る
こ
と
も
み
と
め
ら
れ
な
い
　
（
岬
備
勉
瑠
聾
診
二
応

に
）
。
審
査
請
求
前
置
を
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
（
行
訴
法
八
条
一
項
但
書
）
、

同
条
二
項
に
該
当
し
な
い
か
ぎ
り
、
審
査
請
求
を
経
由
し
な
い
訴
に
つ
ぎ
、
執

行
停
止
は
み
と
め
ら
れ
な
い
（
脹
鮪
魂
媚
顎
姻
ん
飢
．
一
四
）
。

　
右
の
場
合
は
、
本
案
訴
訟
が
不
適
法
な
も
の
と
し
却
下
さ
れ
る
場
合
で
あ

り
、
現
行
法
下
に
お
い
て
「
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
と
ぎ
」
同

様
、
執
行
停
止
を
な
す
実
益
の
な
い
場
合
で
あ
る
。

　
②
無
効
確
認
の
訴
と
執
行
停
止
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
（
一
三
九
一
）



行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
特
例
法
は
、
執
行
停
止
に
か
ん
す
る
同
法
十
条
に
「
第
二
条
の
訴
…
…
」
と

い
う
言
葉
を
使
う
。
そ
し
て
、
第
二
条
に
い
う
処
分
の
取
消
し
の
訴
と
、
無
効

確
認
の
訴
と
は
、
別
個
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
無
効
確
認

の
訴
に
つ
き
、
執
行
停
止
の
条
項
を
適
用
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
十
条
七
項

の
反
対
解
釈
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
の
仮
処
分
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
べ
き

か
、
見
解
の
対
立
が
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
判
決
例
は
、
無
効
確
認
の
訴
に
つ
ぎ
、
執
行
停
止
の
規
定
を
適
用
し
え
な
い

か
ら
民
訴
法
の
仮
処
分
の
規
定
を
適
用
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
少
数
例
（
鯖
嚇

曜
砿
恥
曜
㍉
酔
囑
棚
速
薩
卜
鑑
産
畢
瓶
山
バ
顛
）
を
除
き
、
多
数
は
執
行
停
止
の
規
定

を
無
効
確
認
の
場
合
に
類
推
適
用
し
て
き
た
（
藻
諒
馳
瑠
だ
八
○
忍
能
訂
㌍
肱
關
諜
駄
墜

枕
駈
び
調
蝶
恥
笹
巻
）
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
無
効
行
政
処
分
に
か
ん
す
る
仮

処
分
の
申
請
を
拒
否
し
た
最
高
裁
判
決
の
傍
論
が
こ
れ
を
代
表
し
て
い
る
ご
と

く
で
あ
る
（
〔
9
〕
）
。

　
〔
9
〕
　
上
告
人
は
本
件
差
押
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
申
請
の
理
由
と
し
て
述
べ
て

　
　
い
る
け
れ
ど
も
、
か
り
に
本
件
差
押
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
い
や
し
く
も

　
　
形
式
上
行
政
庁
の
処
分
と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
同
法
二
条
の
訴
訟
の
結
果
取

　
　
消
さ
れ
る
か
、
或
は
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
ま
で
は
、
差
押
処

　
　
分
の
効
力
は
失
わ
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
同
法
一
〇
条
七
項
の
趣
旨
は
こ
れ
ら
の

　
　
判
決
確
定
前
行
政
庁
の
処
分
の
効
力
を
停
止
す
る
に
つ
い
て
は
、
同
条
二
項
に

　
　
よ
る
執
行
停
止
の
方
法
に
よ
る
べ
く
民
事
訴
訟
法
の
仮
処
分
に
関
す
る
規
定
に

　
　
よ
る
こ
と
は
許
さ
な
い
趣
旨
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
（
糧
鵬
鯉
配
郵
パ
駄
『
匹

　
　
財
、
一
）
．

③
時
間
的
に
前
後
す
る
二
っ
の
処
分
の
あ
る
場
合
、
前
行
処
分
の
取
り
消
し

一
〇
〇
　
　
（
一
三
九
二
）

を
も
と
め
る
訴
に
お
い
て
、
後
続
処
分
の
執
行
停
止
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
。

　
特
例
法
時
代
に
お
け
る
多
く
の
判
決
は
、
後
続
処
分
に
た
い
す
る
執
行
停
止

を
広
く
み
と
め
て
い
た
（
〔
1
0
〕
）
。
そ
し
て
、
学
説
の
多
く
も
、
か
か
る
判
例
傾

向
に
同
調
し
て
い
た
が
、
続
行
処
分
が
原
処
分
の
執
行
と
し
て
の
意
味
を
も
っ

場
合
の
み
執
行
停
止
を
み
と
め
る
と
す
る
説
も
あ
つ
た
　
（
雄
川
一
郎
・
行
政
争

訟
法
二
〇
一
頁
）
。

〔
1
0
〕
　
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
一
〇
条
二
項
に
い
う
処
分
の
執
行
の
停
止
と

　
は
、
本
案
訴
訟
の
目
的
た
る
当
該
行
政
処
分
の
効
力
の
発
生
を
阻
止
す
る
た
め

　
に
の
み
限
定
し
て
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
同
一
行
政
庁
が
行
う
関
連
し
た

　
一
連
の
行
政
処
分
で
あ
つ
て
、
当
該
行
政
処
分
を
前
提
と
し
、
必
然
的
に
後
続

　
的
に
な
さ
れ
る
べ
ぎ
行
政
処
分
が
あ
る
場
合
、
そ
の
処
分
の
効
力
の
発
生
を
阻

　
止
す
る
こ
と
を
含
む
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
備
鶏
馳
糊
柾
影
『
弐
『
た
莇
）
。

　
　
そ
し
て
、
本
件
は
、
直
接
請
求
の
署
名
簿
の
署
名
の
効
力
に
関
す
る
訴
訟
に

　
お
い
て
、
こ
の
効
力
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
に
続
く
賛
否
投
票
の
施
行
に
関

　
す
る
告
示
の
執
行
停
止
を
み
と
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
手
続
を
構
成

　
す
る
各
行
為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
続
の
手
続
に
お
け
る
各
行
為
に
つ
い
て
も
執

　
行
停
止
を
み
と
め
た
例
で
あ
り
、
か
か
る
趣
旨
の
例
が
多
い
。

　
現
行
法
は
、
執
行
停
止
を
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
お
よ
び
手
続
の
続

行
の
停
止
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
行
法
の
規
定
は
、
た
し
か
に
、

特
例
法
下
に
お
け
る
多
く
の
見
解
の
対
立
を
解
消
さ
せ
た
。
し
か
し
、
現
行
法

下
に
お
い
て
も
、
あ
る
処
分
の
取
消
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
執
行
停
止
の
対

象
と
な
る
続
行
処
分
は
如
何
な
る
も
の
か
、
な
お
、
澗
題
が
残
つ
て
い
る
よ
う



で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
所
得
税
課
税
処
分
の
取
消
し
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
当
該

課
税
処
分
に
基
づ
く
滞
納
処
分
に
つ
ぎ
執
行
停
止
を
み
と
め
た
例
（
遡
卯
魂
調
咽

曜
猷
調
豊
㏄
墜
断
粗
鵬
晦
細
塑
嶺
ザ
蒙
唖
醜
）
は
、
既
述
〔
10
〕
と
同
様
の
見
解
を
採

用
し
て
い
る
。

　
本
件
で
注
意
す
べ
き
は
、
通
常
、
課
税
処
分
と
滞
納
処
分
と
は
、
別
個
の
手

続
と
解
さ
れ
て
い
る
。
同
一
手
続
内
に
お
け
る
各
個
の
処
分
の
場
合
、
前
行
処

分
の
取
消
し
の
訴
に
つ
き
後
行
処
分
の
執
行
停
止
を
求
め
る
こ
と
は
、
続
行
停

止
の
典
型
的
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
例
の
ご
と
く
、
二
個
の
手
続
の
場

合
に
は
、
前
行
手
続
の
違
法
性
が
、
一
切
の
後
行
手
続
に
承
継
さ
れ
る
か
ど
う

か
。
こ
の
点
は
、
行
政
行
為
の
璃
疵
論
に
お
い
て
も
、
違
法
性
の
承
継
の
問
題

と
し
多
い
に
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
執
行
停
止
の
場
合
に

も
、
右
に
お
け
る
と
同
様
の
配
慮
を
な
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
執
行
停
止
の

は
た
す
保
全
的
役
割
を
重
視
し
、
特
定
行
為
を
前
提
と
し
て
必
然
的
に
後
続
す

る
一
切
の
行
為
を
含
む
と
解
す
べ
き
か
、
な
お
検
討
を
よ
う
す
る
点
で
あ
る
．

　
④
処
分
の
執
行
完
了
と
執
行
停
止
の
関
係

　
特
例
法
下
に
お
い
て
、
国
立
療
養
所
の
入
所
患
者
に
た
い
す
る
退
所
命
令
の

執
行
停
止
は
、
患
者
が
退
所
し
て
し
ま
つ
て
か
ら
で
は
み
と
め
ら
れ
な
い
と
す

る
例
（
駄
鞭
艶
詔
影
細
ん
証
恥
二
八
）
を
は
じ
め
数
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
〔
1
1
〕
）
。
そ

し
て
、
こ
れ
等
は
す
べ
て
処
分
の
執
行
完
了
後
は
、
執
行
停
止
を
も
と
め
え
な

い
と
す
る
。

　
学
説
的
に
は
、
前
記
国
立
療
養
所
の
判
決
を
契
機
と
し
、
処
分
の
執
行
完
了

後
に
お
い
て
執
行
停
止
を
す
る
意
義
は
な
い
と
す
る
多
数
説
と
、
執
行
完
了
後

　
　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

に
お
い
て
も
こ
れ
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
反
対
説
が
そ
ん
し
た
。

　
行
訴
法
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
例
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
事
件
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。
学
説
と
し
て
は
、
旧
法
と
異
り
、
現
行
法
の
「
処
分
の
効

力
の
停
止
」
と
い
う
明
文
に
着
目
し
、
処
分
執
行
完
了
後
に
お
い
て
も
、
執
行

停
止
を
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
処
分
の
効
力
停
止
は
、
法
律
関
係
を
処
分
以
前
の
状
態
に
戻
す
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
事
実
状
態
を
旧
状
に
復
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
は
、
執
行
停
止
は
可
能
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
し
．
た
と
え

ぽ
、
取
り
こ
わ
し
が
完
了
し
た
後
に
お
け
る
、
建
築
物
の
除
却
命
令
の
執
行
停

止
の
如
き
は
、
許
さ
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
（
斡
射
働
鵡
）
。

　
お
も
う
に
、
通
常
の
執
行
停
止
は
、
本
件
処
分
以
前
の
、
す
な
わ
ち
従
来
の

法
律
状
態
を
存
続
L
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
本
件
処
分
に
基
づ
く
執

行
完
了
は
、
従
来
の
法
律
状
態
に
変
更
が
生
じ
、
そ
こ
に
新
ら
た
な
法
律
状
態

が
発
生
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
処
分
執
行
完
了
後
に
お
い
て
執
行
停
止
を
み
と

め
る
こ
と
は
、
こ
の
新
ら
た
な
法
律
状
態
を
く
つ
が
え
し
旧
に
復
す
る
こ
と
と

な
る
。
し
か
る
と
き
、
暫
定
的
で
あ
る
べ
き
執
行
停
止
に
、
か
か
る
積
極
的
な

力
を
み
と
め
う
る
か
ど
う
か
。
具
体
的
例
で
み
る
と
、
解
職
処
分
後
新
任
老
を

任
命
し
た
場
合
等
は
、
建
物
移
転
命
令
執
行
後
と
同
様
、
事
実
状
態
を
旧
に
復

せ
な
い
場
合
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
、
解
職
処
分
の
執
行
停
止
を
み
と
め
新
任

者
を
除
ぎ
申
請
者
を
旧
に
復
さ
せ
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
新
任
者
が
任
命
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
の
み
執
行
停
止
を
み
と
め
る
か
．
処
分
執
行
完
了
後
に
お
い

て
執
行
停
止
を
み
と
め
る
と
し
て
も
、
み
と
め
う
る
場
合
に
つ
き
、
多
く
の
問

題
点
が
の
こ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
（
一
三
九
三
）



　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

〔
1
1
〕
　
（
建
物
移
転
命
令
に
基
づ
き
申
請
人
が
建
物
の
移
転
を
完
了
し
た
の
ち
、

　
こ
の
命
令
の
執
行
停
止
を
申
請
し
た
こ
と
に
た
い
し
）
目
的
物
件
移
転
に
よ

　
り
、
移
転
命
令
は
最
早
執
行
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
も
の
と
謂
う
べ
く
同
申
請

　
人
は
現
在
で
は
本
移
転
命
令
の
執
行
停
止
を
申
請
す
る
利
益
を
有
し
な
い
か
ら

　
そ
の
申
請
は
不
適
法
と
し
て
却
下
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
綱
動
貌
に
胱
『
砿
b
匹
醐
）

　
　
物
件
の
除
去
行
為
終
了
後
、
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
は
、
執
行
停
止
命
令
の

　
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
か
ら
．
原
状
回
復
を
求
め
る
執
行
停
止
申
請
は
、

許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
薬
あ
る
（
雛
羅
書
郵
垂
頁
）
．

　
⇔
　
回
復
困
難
な
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要

　
こ
の
点
は
、
執
行
停
止
が
み
と
め
ら
れ
る
た
め
の
中
心
的
要
件
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
極
め
て
多
い
。

　
①
特
例
法
は
、
こ
の
点
に
つ
き
「
償
う
こ
と
の
で
ぎ
な
い
損
害
を
避
け
る
た
め

緊
急
の
必
要
」
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
に
つ

き
、
原
状
回
復
不
能
の
損
害
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
金
銭
賠
償
不
能
の

損
害
を
も
含
む
と
い
う
最
高
裁
の
判
決
（
粥
影
跳
査
○
○
気
価
四
二
頁
）
が
あ
る
。
そ

し
て
、
下
級
審
の
多
数
の
判
決
例
も
ま
た
一
貫
し
て
こ
の
見
解
を
採
用
し
て
い

た
．
な
お
、
さ
ら
に
、
金
銭
を
も
つ
て
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
に
た
い
し

〔
12
〕
の
ご
と
き
註
釈
を
し
た
例
が
あ
る
。

〔
1
2
〕
　
被
申
立
人
は
「
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
」
を
金
銭
を
以
て
補
償
す
る

　
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
の
意
と
い
う
が
、
財
産
権
の
う
ち
金
銭
で
補
償
で
ぎ
な

　
い
も
の
は
絶
え
て
存
し
な
い
か
ら
、
こ
の
意
を
採
用
す
れ
ば
執
行
停
止
が
殆
ん

　
ど
み
と
め
ら
れ
ず
、
こ
の
法
条
の
設
け
ら
れ
た
精
神
に
反
す
る
と
し
（
以
上
筆

　
老
要
約
）
、
「
金
銭
を
以
て
補
償
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
」
と
は
「
社
会
常

一
〇
二
　
　
（
二
一
一
九
四
）

識
上
一
般
に
通
常
人
の
通
常
の
手
段
に
よ
つ
て
は
到
底
回
復
至
難
の
打
撃
」
あ

る
い
は
又
そ
の
回
復
は
「
物
理
上
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
が
経
済
上
、
異
常

の
犠
牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
回
復
又
は
補
償
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
損
害
」
を

い
う
（
顯
勲
聾
誉
朋
昆
六
）
．

　
②
行
訴
法
は
、
特
例
法
に
い
う
「
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
」
を
、
「
回
復
困

難
な
」
と
改
め
た
。
こ
の
表
現
の
変
更
は
、
旧
法
に
お
い
て
要
件
認
定
が
極
め

て
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
た
い
す
る
緩
和
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
〔
1
3
〕
）
。

〔
1
3
〕
　
「
回
復
困
難
な
損
害
」
と
は
、
原
状
回
復
ま
た
は
金
銭
賠
償
が
不
能
な
場
合

　
ば
か
り
で
な
く
、
た
と
え
終
局
的
に
は
金
銭
賠
償
が
可
能
で
あ
つ
て
も
、
社
会
通

　
念
上
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
て
ん
補
さ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
著
し
い
損

　
害
を
蒙
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
を
も
包
含
す
る
（
題
源
橘
翻
姻
畢
監
～
弦
酬
）
。

　
こ
れ
は
、
旧
法
に
お
け
る
「
原
状
回
復
な
ら
び
に
金
銭
賠
償
不
能
」
を
執
行
停

　
止
の
た
め
の
要
件
に
し
て
い
た
こ
と
に
た
い
し
、
原
状
回
復
不
可
能
、
金
銭
賠

　
償
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
、
執
行
停
止
の
な
し
う
る
こ
と
を
示
す
例
で
あ

　
る
。

　
行
訴
法
の
「
回
復
困
難
な
損
害
」
の
解
釈
に
か
ん
す
る
基
本
的
態
度
は
、
右

に
し
め
さ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
勿
論
、
具
体
的
に
執
行
停
止
の
決
定
を
な
す

に
あ
た
り
、
数
多
き
裁
判
例
の
う
ち
に
は
、
旧
法
時
代
と
同
様
の
ご
と
き
態
度

を
維
持
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
具
体
的
事
件
に
つ
い
て
も
、
特
例

法
と
行
訴
法
を
比
較
す
る
と
、
要
件
認
定
に
あ
た
り
、
「
緩
和
」
の
傾
向
を
み

い
だ
す
（
〔
14
〕
）
。

〔
14
〕
　
a

自
動
車
運
転
免
許
停
止
処
分
に
つ
き
、
停
止
期
問
中
運
転
が
で
き
ず
、



収
入
の
低
下
を
ぎ
た
し
、
毛
店
工
％
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
、
回
復
『
雅
な
損

害
に
あ
た
る
と
し
た
例
（
肺
鷺
耀
響
以
餌
曙
こ
殺
、
旧
法
下
に
お

け
る
、
停
止
期
間
中
自
動
車
運
転
者
と
し
て
得
ら
る
べ
き
収
入
を
得
ら
れ
ず
．

そ
の
た
め
に
生
活
に
困
窮
す
る
事
情
が
あ
つ
て
も
、
執
行
停
止
の
要
件
と
し
て

の
「
質
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
」
が
生
ず
る
場
合
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
す
る
多
数
例
爺
鵜
稿
網
庇
蜀
量
ん
航
頁
等
）
と
較
べ
明
確
な
差
異
を
み
い
だ
し

う
る
。

　
b
　
市
職
員
の
懲
戒
免
職
処
分
の
執
行
停
止
申
立
に
つ
き
、
申
立
人
の
現
在

の
生
活
の
維
持
が
ほ
と
ん
ど
労
働
組
合
の
救
援
金
に
よ
る
も
の
で
、
も
し
右
救

援
が
な
い
と
す
れ
ば
生
活
に
困
窮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
　
・
と
し
執
行
停
止

姦
と
め
た
例
（
雛
縄
翻
一
三
翫
舩
頁
）

　
c
　
公
立
大
学
学
生
の
退
学
処
分
に
つ
ぎ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
通
常
生
ず
る

経
済
的
負
担
や
精
神
的
苦
痛
に
も
と
づ
く
不
利
益
は
、
当
該
処
分
に
当
然
に
と

も
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
申
請
人
に
か
ん
し
、
特
に
「
経
済
的
困
窮
が
は
な
は
だ

し
く
、
就
学
の
機
会
を
失
う
お
そ
れ
な
ど
の
不
利
益
の
あ
る
場
合
」
に
執
行
停

止
を
み
と
め
た
例
（
舗
魂
禦
号
郵
毎
）

等
、
右
b
、
c
の
例
は
い
ず
れ
も
申
詩
人
の
従
来
か
ら
の
生
活
状
態
に
著
し
い

影
響
を
あ
た
え
る
と
し
執
行
停
止
を
み
と
め
た
も
の
で
、
旧
法
と
異
つ
た
見
地

に
た
つ
。

　
d
　
申
請
人
会
社
に
た
い
し
、
執
行
停
止
を
み
と
め
な
い
と
、
本
案
判
決
以

前
に
お
い
て
会
社
倒
産
の
お
そ
れ
あ
り
と
し
執
行
停
止
を
み
と
め
た
例
蔽
鴎
艶

晒
監
二
論
藻
痂
攣
八
。
琶
一
勇
鹸
砿
臨
地
）

　
e
　
市
立
大
学
助
教
授
の
懲
戒
免
職
処
分
の
効
力
停
止
申
立
に
つ
き
、
俸
給

を
う
け
な
い
こ
と
に
よ
る
経
済
的
破
た
ん
、
学
問
研
究
続
行
の
不
可
能
を
「
回

復
困
難
損
害
を
認
宅
た
例
（
押
認
離
駐
一
記
論
鵬
㌻
鉾
馨
彫

行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
　
楚
琶
等
も
旧
潅
驚
れ
な
い
例
で
あ
ろ
う
．

　
③
損
害
と
は
、
申
立
人
本
人
に
つ
き
生
ず
る
も
の
で
、

に
つ
ぎ
生
ず
る
も
の
で
な
い
（
〔
1
5
〕
）
。

第
三
者
や
一
般
公
衆

〔
1
5
〕
　
消
防
団
長
解
職
処
分
の
執
行
に
よ
り
消
防
団
の
活
動
が
阻
害
さ
れ
損
害
が

　
発
生
し
て
も
そ
れ
は
市
民
又
は
消
防
団
の
損
害
で
団
長
の
被
る
損
害
で
な
い
。

し
た
が
つ
て
、
法
に
い
う
「
損
害
」
で
な
い
（
難
一
阿
誰
票
卦
楚
頁
）
．
そ
の

他
（
鑓
魂
～
距
諏
難
聾
諺
一
系
埜
夢
東
京
）
い
ず
鴛
、
旧
法
下

の
も
の
で
あ
る
が
、
判
決
例
は
初
期
に
諄
る
華
の
例
外
（
叢
講
編
運

雛
魏
、
晃
婁
、
一
語
）
を
除
之
損
害
を
本
人
康
定
し
て
い
る
．
学
説
も

　
判
例
傾
向
を
支
持
す
る
し
、
現
行
法
下
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
変
り
な
い
も

　
の
と
お
も
う
。

　
④
緊
急
の
必
要
と
は
、
損
害
の
発
生
が
さ
し
迫
つ
て
い
る
と
か
、
継
続
中
で

あ
る
と
か
で
、
要
す
る
に
、
本
案
判
決
を
ま
つ
余
裕
の
な
い
こ
と
を
示
す
．
た

と
え
ば
、
市
立
大
学
教
授
の
懲
戒
免
職
処
分
は
、
学
問
研
究
の
み
ち
が
閉
さ
れ

る
結
果
、
同
人
の
学
者
と
し
て
の
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と

し
、
同
人
の
執
行
停
止
申
立
を
み
と
め
る
ご
と
き
（
額
疎
驕
醐
姻
加
恥
五
臥
厭
醐
嚥
陛
士

b
粗
「
顎
ユ
刷
肇
）
は
、
緊
急
の
必
要
性
を
示
す
具
体
例
で
あ
ろ
う
。

　
白
　
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ

　
特
例
法
に
も
、
行
訴
法
と
同
旨
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
な
お
、
公
共
の
福

祉
に
重
大
な
影
響
と
は
、
申
立
人
の
利
益
を
侵
害
し
て
も
処
分
を
執
行
」
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
公
益
上
の
必
要
、
換
言
す
れ
ば
私
益
と
公
益
の
比
較
衡
量
の
間

題
で
あ
り
、
こ
の
点
、
多
数
の
判
例
、
学
説
の
み
と
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
〔
1
6
）
）
。

一
〇
三
　
　
（
一
三
九
五
）



行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

〔
16
〕
　
わ
ず
か
一
、
二
名
の
者
に
対
す
る
仮
換
地
指
定
処
分
の
効
力
の
停
止
に
よ

　
り
、
駅
前
広
場
道
路
拡
張
工
事
が
停
滞
し
て
、
現
在
急
務
と
さ
れ
て
い
る
同
地

　
域
の
都
市
計
画
事
業
が
長
く
完
成
し
な
い
結
果
と
な
る
こ
ほ
、
公
共
の
福
祉

に
重
奈
影
響
を
及
ぽ
す
葦
れ
に
該
当
す
る
（
懸
塙
嬰
童
紫
翫
）
．

　
な
お
、
公
共
の
福
祉
を
引
用
す
る
に
あ
た
り
、
相
当
数
の
裁
判
例
は
、
当
該

法
令
の
一
般
的
目
的
の
う
ち
に
公
共
の
福
祉
を
も
と
め
る
（
〔
1
7
〕
）
．

　
し
か
し
、
公
共
の
福
祉
は
個
々
具
体
的
な
処
分
ご
と
に
検
討
せ
ら
る
べ
き

で
、
当
該
処
分
を
含
む
制
度
一
般
の
遂
行
が
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
も

っ
か
ら
、
当
該
処
分
の
遂
行
も
当
然
に
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
る
影
響
を
も
っ

と
の
考
え
方
に
は
疑
問
が
あ
る
（
〔
1
8
〕
）
。

〔
17
〕
　
比
較
的
初
期
の
判
例
は
、
個
別
的
な
処
分
が
、
と
く
に
公
共
の
福
祉
に
影

　
響
を
お
よ
ぽ
す
か
否
か
に
つ
ぎ
、
深
く
検
討
を
加
え
て
い
な
い
。

　
　
①
買
収
未
墾
地
上
の
立
木
収
去
の
代
執
行
処
分
に
つ
い
て
執
行
停
止
を
す
る

　
こ
と
は
、
未
墾
地
開
発
計
画
の
喫
緊
事
で
あ
る
に
か
ん
が
み
、
行
政
事
件
訴
訟

　
特
例
法
一
〇
条
二
項
但
書
に
い
う
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
虞
が

　
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
（
鱒
鵜
魂
鯉
一
砺
亜
θ
に
八
）
。

　
　
②
所
得
税
に
関
す
る
滞
納
処
分
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
公
共
の
福
祉
に
重
大

　
な
影
響
が
あ
る
か
ら
許
容
す
べ
ぎ
で
な
い
（
騰
鵜
魂
翻
迄
邸
パ
輝
パ
配
○
）
。

　
　
③
行
政
代
執
行
処
分
が
特
別
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
、
公
共
の
安

　
寧
を
維
持
し
、
福
利
を
増
進
す
る
た
め
重
要
、
か
つ
緊
功
と
認
め
ら
れ
る
と
き

　
は
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
一
〇
条
二
項
但
書
に
い
う
公
共
の
福
祉
に
重
大
な

影
響
を
及
ぽ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
（
騰
謹
駅
星
昆
、
一
）
．

〔
1
8
〕
　
こ
れ
等
に
た
い
し
最
近
の
例
は
、
い
ず
れ
も
個
別
具
体
的
な
処
分
が
．
公

叫
〇
四
　
　
（
＝
二
九
六
）

共
の
福
祉
に
如
何
な
る
影
響
を
あ
た
え
る
か
を
判
断
し
て
い
る
。

　
④
道
路
運
送
法
三
六
条
一
項
違
反
の
事
実
あ
る
一
般
自
動
車
運
送
事
業
の
免

許
取
消
処
分
は
、
申
請
人
会
社
の
道
路
運
送
上
の
安
全
、
管
理
の
面
に
お
け
る

暇
疵
を
直
接
問
う
も
の
で
な
く
、
法
三
六
条
一
項
の
名
義
貸
し
の
責
任
を
間
う

も
の
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
右
違
反
の
事
実
の
あ
る
申
請
人
会
社
の
営
業
の
継
続

に
よ
り
公
共
の
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
が
芙
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
（
臨
鞄

視
砂
景
論
肇
飢
）
．

　
⑤
集
団
示
威
運
動
許
可
申
請
に
つ
き
な
さ
れ
た
条
件
附
許
可
の
執
行
停
止
を

求
め
た
こ
と
に
つ
き
、
：
・
本
件
に
お
い
て
申
講
人
の
申
請
ど
お
り
の
進
路
に

よ
る
集
団
示
威
運
動
が
、
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
イ
ー
ン
条
約
（
昭
三
九
・
六
．

二
六
条
約
一
四
号
）
二
二
条
二
項
に
い
う
「
公
館
の
安
寧
の
妨
害
又
は
公
館
の

威
厳
の
侵
害
」
を
生
じ
行
訴
法
二
五
条
三
項
に
い
う
「
公
共
の
福
祉
に
重
大
な

影
響
を
及
ぽ
す
奪
れ
が
あ
る
」
も
の
と
み
ら
れ
な
い
（
諌
幾
誘
糧
二
争
崖

財
五
）
．

　
四
　
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
と
き

　
行
訴
法
は
、
執
行
停
止
の
消
極
的
要
件
と
し
て
、
「
本
案
に
つ
い
て
理
由
が

な
い
と
み
え
る
と
き
」
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。
特
例
法
時
代
に
、
か
か
る
規
定

は
、
明
文
上
存
在
し
な
か
つ
た
。
こ
の
た
め
か
、
本
案
請
求
自
体
の
理
由
の
有

無
は
本
案
訴
訟
に
お
い
て
判
断
す
べ
き
事
由
で
あ
り
、
執
行
停
止
申
請
に
つ
い

て
は
、
本
案
訴
訟
の
理
由
の
有
無
と
は
切
離
し
て
判
断
す
べ
し
と
の
例
も
あ
つ

た
（
焔
鵬
離
閥
蓋
日
眺
”
一
一
一
軌
棚
鱗
肝
儲
鴎
臆
二
珀
尼
瓢
頁
、
）
。
し
か
し
、
多
く
の
判
例
は
、

執
行
停
止
の
も
つ
本
案
判
決
ま
で
の
保
全
的
役
割
よ
り
考
え
、
本
案
に
理
由
の

な
い
場
合
は
、
あ
え
て
本
案
判
決
ま
で
執
行
を
停
止
す
る
必
要
が
な
い
と
す



る
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
は
か
か
る
考
え
方
を
承
認
し
て
も
、
各
判
例
の
間
に

は
考
え
方
に
若
干
の
差
異
が
あ
り
、
こ
と
に
、
特
例
法
下
の
判
例
と
行
訴
法
下

の
そ
れ
と
の
差
異
は
、
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
特
例
法
下
に
お
け
る
多
く
の
例
は
、
本
案
訴
訟
に
お
け
る
主
張
が
法

律
上
理
由
あ
り
と
み
え
、
か
つ
、
事
実
上
の
点
に
つ
き
疏
明
を
必
要
と
す
る
と

い
う
（
隙
露
誰
必
垂
一
一
訊
鰻
姻
難
孝
藍
鐙
魁
．
こ
れ
は
、
本
案
に
つ

ぎ
一
応
理
由
あ
り
と
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
執
行
停
止
の
積
極

的
要
件
と
し
て
、
本
案
に
つ
き
理
由
あ
り
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
．

　
し
か
し
、
行
訴
法
は
、
従
来
の
表
現
と
は
逆
に
、
執
行
停
止
の
消
極
的
要
件

と
し
て
本
案
に
お
け
る
理
由
の
有
無
を
あ
げ
る
．
そ
し
て
、
こ
の
本
案
に
つ
い

て
理
由
が
な
い
と
み
え
る
か
ら
執
行
停
止
を
し
な
い
と
い
う
現
行
法
の
具
体
例

と
、
本
案
に
つ
き
一
応
理
由
の
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
特
例
法
下
に
お
け
る
具

体
例
と
で
は
、
執
行
停
止
の
許
容
さ
れ
る
範
囲
に
相
当
広
狭
の
差
の
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
（
〔
19
〕
〔
20
〕
）
。

〔
1
9
〕
　
道
路
運
送
法
四
三
条
に
よ
れ
ば
、
右
違
反
事
実
に
対
す
る
処
分
の
選
択

　
は
、
行
政
庁
の
判
断
に
委
ね
て
あ
る
。
し
た
が
つ
て
右
処
分
は
行
政
庁
の
裁
量

　
処
分
で
あ
り
、
行
訴
法
三
〇
条
に
よ
り
右
処
分
は
裁
量
権
の
範
囲
を
こ
え
た
場

　
合
違
法
と
な
る
が
…
：
処
分
の
選
択
が
裁
量
権
を
瞼
越
す
る
か
否
か
は
、
違
反

　
行
為
の
態
様
、
公
益
上
の
取
締
り
の
必
要
性
、
違
反
者
の
私
権
の
保
護
等
の
見
地

　
か
ら
、
本
案
に
お
い
て
審
理
を
尽
し
た
上
で
決
せ
ら
る
べ
き
こ
と
で
、
現
段
階
で

　
は
に
わ
か
に
そ
の
帰
す
う
を
判
定
し
が
た
い
…
…
と
し
執
行
停
止
を
み
と
め
る

（
顯
瀦
翻
、
す
多
煮
頁
）
．

〔
2
0
〕
　
町
長
の
し
た
町
職
員
免
職
処
分
が
、
い
わ
ゆ
る
選
挙
人
事
の
た
め
に
し
意

　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

的
に
奪
れ
た
疑
い
が
な
い
と
は
い
え
な
い
…
（
雛
煮
簸
欺
㍉
一
一
証
）
や

免
職
と
い
う
よ
う
な
重
い
処
分
を
す
る
に
至
つ
た
主
た
る
原
因
は
、
申
立
人

が
組
合
幹
部
と
し
て
日
常
活
発
な
組
合
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
一
応
認
め
ら
れ
る
－
人
倣
鰍
魂
媚
麺
青
一
ガ
ニ
凧
頁
）
と
し
、
い
ず

れ
も
、
本
案
に
つ
き
理
由
が
な
い
に
当
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
右
例
に
お
い
て
、
〔
1
9
〕
は
裁
量
権
の
限
界
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ

の
論
旨
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
明
白
な
例
外
を
除
き
裁
量
権
の
限
界
に
か
ん
す

る
申
立
て
は
、
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
〔
2
0
〕
は
い
わ
ゆ
る
処
分
の
動
機
の
問
題
で
あ
る
．
そ
し
て
、
こ
の
場
合
も
、

申
請
人
の
主
張
に
た
い
し
、
被
申
請
人
は
、
簡
単
に
、
処
分
の
動
機
に
つ
き
違

法
性
の
な
き
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
処
分
の
動
機
の
ご
と

ぎ
心
理
的
な
問
題
も
、
十
分
審
査
を
く
わ
え
な
け
れ
ば
判
断
を
下
し
え
な
い
。

し
か
る
と
き
、
や
は
り
、
本
案
に
つ
き
理
由
が
な
い
と
簡
単
に
は
い
い
え
な
い

と
な
る
。

　
な
お
、
「
本
案
に
つ
い
て
の
理
由
」
を
め
ぐ
り
、
行
訴
法
は
申
立
人
に
た
い

し
処
分
が
違
法
で
あ
る
か
ら
執
行
停
止
を
も
と
め
る
と
い
う
場
合
、
処
分
の
違

法
性
の
疏
明
を
要
求
し
な
い
（
〔
2
1
〕
）
。

　
し
た
が
つ
て
、
「
本
案
に
つ
い
て
の
理
由
」
に
か
ん
し
て
も
、
特
例
法
に
較

べ
執
行
停
止
の
み
と
め
ら
れ
る
場
合
が
容
易
に
な
つ
た
と
い
い
う
る
。

〔
2
1
〕
　
行
政
処
分
執
行
停
止
申
立
人
に
は
、
相
手
方
に
お
い
て
係
争
処
分
が
適
法

　
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
を
疏
明
し
な
い
か
ぎ
り
、
右
処
分
が
違
法
で
あ
り
、
取

　
り
消
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
疏
明
を
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
（
二
二
九
七
）



　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

点
の
疏
明
が
欠
け
て
い
て
も
、
「
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
」

こ
と
塔
き
な
い
（
雛
講
聾
号
一
麦
、
而
）
．

四
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議

と
即
断
す
る

　
特
例
法
は
、
裁
判
所
の
執
行
停
止
に
た
い
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
制
度

を
み
と
め
て
い
た
．
し
か
し
、
こ
れ
を
示
す
条
文
が
、
「
内
閣
総
理
大
臣
が
異

議
を
述
べ
た
と
ぎ
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
表
現
す
る
に
と
ど
ま
つ
た
。

こ
の
た
め
、
当
時
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
の
存
在
理
由
に
つ
き
種
々
の
批
判
が

あ
つ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
制
度
を
運
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
本
条
の

解
釈
適
用
に
疑
間
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
米
内
山
事
件
（
畷
端

邸
聾
竺
蹴
綱
臨
）
を
契
機
と
し
て
活
発
な
る
議
論
を
よ
ぶ
に
い
た
つ
た
。

　
行
訴
法
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
制
度
自
体
は
こ
れ
を
肯
定
し
な
が
ら
、

従
来
の
経
験
に
か
ん
が
み
問
題
点
の
立
法
に
よ
る
解
決
に
つ
と
め
た
。
な
お
、

行
訴
法
の
制
定
に
あ
た
り
、
立
法
趣
旨
と
し
て
の
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。

　
a
　
執
行
停
止
は
、
本
来
、
行
政
権
の
作
用
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
法
が

こ
れ
を
裁
判
所
に
委
任
す
る
に
あ
た
り
、
国
民
の
権
利
の
救
済
と
公
共
の
福
祉

と
が
調
和
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
、
か
つ
、
処
分
を
早
急
に
実
現
し
な
け

れ
ば
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
事
態
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
の

首
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
的
行
政
的
責
任
に
か
ん
が

み
、
こ
れ
に
異
議
を
述
ぶ
べ
き
こ
と
を
留
保
す
る
も
、
司
法
権
を
侵
す
も
の
で

な
い
こ
と
。

　
b
　
処
分
の
適
否
の
最
終
的
判
定
は
、
も
と
よ
り
司
法
権
の
権
限
に
属
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
（
一
三
九
八
）

行
政
権
も
こ
の
裁
判
所
の
判
決
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
以
前
の
過
程
に
お
い
て
、
簡
易
な
手
続
に
よ
つ
て
処
分
の
執
行
の
当
否
を

判
断
し
、
急
速
、
か
つ
、
暫
定
的
措
置
と
し
て
な
さ
れ
る
執
行
停
止
の
判
決
に

っ
い
て
は
、
必
ず
し
も
終
局
判
決
と
全
く
同
様
の
尊
重
が
要
請
さ
れ
る
要
は
な

し
こ
と

　
c
　
執
行
停
止
の
裁
判
は
、
ひ
っ
ぎ
ょ
う
処
分
に
よ
つ
て
被
る
個
人
の
損
害

と
執
行
の
停
止
に
よ
る
公
共
の
福
祉
に
及
ぽ
す
不
利
益
の
較
量
の
下
に
決
せ
ら

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
簡
易
な
手
続
に
よ
つ
て
処
分
の
執
行
の
当
否
を

判
断
し
、
急
速
に
か
つ
暫
定
的
処
置
と
し
て
な
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
公
共
の

福
祉
に
及
ぽ
す
影
響
が
著
大
か
ど
う
か
に
関
し
て
裁
判
所
と
行
政
府
と
の
見
る

と
こ
ろ
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
公

共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
が
執
行
停
止
の
裁
判
後
に
な
つ
て
明

ら
か
に
な
る
事
態
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
か
か
る
場
合
に
、
そ
の

処
置
に
つ
い
て
政
治
的
責
任
を
問
う
途
の
な
い
裁
判
所
の
判
断
を
常
に
終
局
的

の
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
責
任
行
政
の
見
地
か
ら
も
必
ず
し
も
妥
当
と
い
え
な

い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
考
慮
し
、
こ
の
制
度
に
よ
つ
て
国
民
の
権
利
の
救

済
が
い
や
し
く
も
不
当
に
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
後
述
の
よ
う
に
特

段
の
配
慮
を
す
べ
き
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
こ
れ
を

存
続
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
規
定
を
整
備
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
　
（
杉
本
良
吉
・
行
政
訴
訟
法
の
解
説
・
法
曹
時
報
一
五
巻
四
号
五

一
七
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
の
下
に
、
法
二
七
条
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
現

行
法
下
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
東
京
都
公
安
条
例
に
基
づ
く
集
団
示
威
運
動
の



許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
（
進
路
の
変
更
）
を
め
ぐ
り
、
本
制
度
が
適
用
さ
れ
た

（
瀕
簗
姻
折
禁
翫
課
職
離
一
話
蚕
、
配
顎
麟
餓
詔
断
墜
㌃
）
。
な

お
、
こ
れ
等
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
批
判
が
公
に
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
等
は
、
法
条
の
解
釈
を
め
ぐ
る
間
題
で
な
く
、
む
し

ろ
本
条
の
立
法
論
・
制
度
論
と
し
て
の
論
議
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
行
法
下

に
お
け
る
本
条
の
判
例
研
究
と
し
て
は
、
そ
の
材
料
が
あ
ま
り
み
い
だ
せ
な

い
。

　
さ
て
、
同
条
一
項
は
、
裁
判
所
の
執
行
停
止
決
定
の
前
後
を
問
わ
ず
、
内
閣

総
理
大
臣
が
異
議
を
述
べ
う
る
旨
規
定
す
る
。
特
例
法
下
に
お
い
て
は
、
条
文

上
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
を
述
べ
る
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
。
上
述
、
米
内
山
事
件
の
最
高
裁
決
定
は
、
執
行
停
止
決
定
前
に

か
ぎ
り
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
執
行
停
止
決
定
以

前
（
す
な
わ
ち
申
立
よ
り
決
定
ま
で
の
間
）
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
、
時
間
的

に
不
可
能
な
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
執
行
停
止
の
決
定
が
な
さ
れ
て
か
ら
公
共

の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぽ
す
こ
と
を
知
る
場
合
も
あ
り
、
最
高
裁
の
見

解
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
本
制
度
の
目
的
の
大
半
は
達
成
で
き
な
い
と
し
、
異

議
は
決
定
の
前
後
を
問
わ
ず
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
有
力
な
学
説
も
存
し

た
。
一
方
、
裁
判
所
に
お
け
る
実
務
上
の
取
扱
い
と
し
て
は
、
執
行
停
止
を
命

じ
た
の
ち
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
異
議
が
述
べ
ら
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
特

例
法
一
〇
条
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
権
で
さ
ぎ
の
執
行
停
止
決
定
を
取
り
消

し
て
い
た
（
行
政
訴
訟
十
年
史
一
七
四
頁
）
．

　
二
項
は
、
異
議
に
理
由
を
附
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
三
項
は
、
そ
の
理
由
に
お

い
て
示
す
べ
き
内
容
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
項
に
つ
き
、
理
由
を
附

　
　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

さ
な
い
異
議
は
効
力
を
発
生
し
な
い
。
し
か
し
、
理
由
の
名
の
下
に
、
全
く
理

由
と
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
と
も
か
く
、
一
応
理
由
の
附

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
こ
の
理
由
を
審
査
す
る
権
能
が
な
い
と
す

る
の
が
、
通
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
論
と
L
て
、
こ
の
通
説
は
妥
当
な
も

の
と
お
も
う
。
し
か
し
、
個
別
具
体
的
な
問
題
に
つ
き
、
抽
象
的
一
般
的
理
由

で
あ
つ
て
も
、
や
は
り
一
応
の
理
由
と
み
る
べ
き
か
、
こ
の
点
疑
問
が
残
る
。

な
お
、
上
述
米
内
山
事
件
に
お
け
る
下
級
審
は
、
現
行
法
下
に
お
い
て
も
参
考

と
な
り
う
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
（
〔
2
2
〕
）
。

　
〔
2
2
〕
　
「
議
員
に
対
す
る
懲
罰
の
議
決
は
全
く
議
会
内
部
の
紀
律
を
維
持
す
る
た

　
　
め
の
自
律
作
用
と
し
て
地
方
自
治
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
懲

　
　
罰
議
決
の
執
行
が
（
最
終
判
決
に
基
か
な
い
で
）
決
定
を
も
つ
て
停
止
さ
れ
る

　
　
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
地
方
議
会
の
自
主
的
運
営
は
著
し
く
且
つ
不
当
に
阻
害

　
　
さ
れ
る
結
果
と
な
り
延
い
て
は
地
方
自
治
の
本
旨
を
害
す
る
に
至
る
虞
れ
な
し

　
　
と
し
な
い
」
と
い
う
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
理
由
に
対
し
て
、

　
　
「
こ
の
理
由
に
よ
れ
ば
、
事
情
の
如
何
を
問
わ
ず
如
何
な
る
場
合
で
も
議
員
に

　
　
対
す
る
懲
罰
議
決
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
は
地
方
議
会
の
自
主
的
運
営
を
阻

　
　
害
す
る
か
ら
不
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
。
…
－
執
行
停
止
の
結
果
は
そ

　
　
の
効
果
と
し
て
必
然
的
に
或
る
程
度
地
方
自
治
体
の
自
治
の
運
営
に
影
響
を
及

　
　
ぽ
す
結
果
を
生
ず
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
執
行
停
止
を
認
め
て
い
る
以
上
右
の

　
　
結
果
は
当
然
法
の
予
定
認
容
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
異

　
　
議
の
理
由
は
・
　
執
行
停
止
に
よ
つ
て
当
然
生
ず
べ
き
効
果
が
生
ず
る
か
ら
該

　
　
決
定
は
不
当
で
取
消
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
云
う
に
帰
し
、
執
行
停
止
が
何
故
に

　
　
不
当
で
あ
る
か
に
つ
ぎ
そ
の
理
由
を
明
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

　
　
い
』
（
蕪
購
龍
ま
蟹
、
一
一
黙
定
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
一
三
九
九
）



　
　
　
行
政
処
分
と
そ
の
執
行
停
止

　
要
す
る
に
、
具
体
的
事
件
に
つ
き
、
執
行
停
止
を
お
こ
な
つ
た
ら
、
具
体
的

に
公
共
の
福
祉
に
如
何
な
る
影
響
を
お
よ
ぽ
す
か
を
、
理
由
と
し
て
明
示
す
る

こ
と
が
、
現
行
法
下
に
お
い
て
も
要
求
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
．

そ
し
て
、
具
体
的
理
由
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
理
由
の
適
否
を
裁

判
所
は
判
断
し
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
異
議
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は

当
該
処
分
に
つ
い
て
の
執
行
停
止
の
権
限
を
喪
失
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
執
行

停
止
の
決
定
以
前
に
あ
つ
て
は
、
裁
判
所
は
決
定
を
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
決

定
後
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
を
取
り
消
さ
ね
ば
な
ら
な
い
（
同
条
四
項
）
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
取
消
し
に
た
い
し
て
不
服
の
申
立
が
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い

る
。

　
つ
ぎ
に
、
同
条
六
項
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
申
述
権
乱
用
を
防
止
す
る

た
め
の
規
定
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
訓
示
的
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
め

ぐ
り
裁
判
上
は
問
題
と
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
〇
八
　
　
（
一
四
〇
〇
）


